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1 ．研究の目的と方法
筆者は，日本列島の縄紋～弥生時代（小林2004），朝鮮半島をはじめとし
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日本列島縄紋時代の年代を定めていく上で，課題となっている時期のうち，
縄紋時代前期末葉から中期初頭の資料として横浜市元町貝塚の土器付着物，同
じく中期末～後期初頭の資料として横浜市稲ヶ原遺跡の土器付着物について炭
素14年代測定をおこない較正年代を求めた。また，安定同位体比と炭素量・窒
素量の比率を検討することで，土器で何を煮炊きしたかなどの調理物・内容物
の由来について検討をおこなった。その結果，元町貝塚では海洋リザーバー効
果の影響を受けている可能性のある内面付着物が多く，海産物の焦げと考えら
れるものが多かった。年代は，海洋リザーバーの影響を受けていない試料で
3380-3335 cal BC（5330-5285cal BP）に含まれる確率が55.4％で最も高く前期
と中期の境の年代であった。稲ヶ原遺跡の付着物は陸生植物と考えられる焦げ
と捉えられ，年代も加曽利 E 式土器終末期と称名寺 1式中段階以降の土器付着
物の測定結果から筆者が考えてきた2470 cal BC（4420cal BP）をおおよそ挟み
込む較正年代である。今後とも土器編年研究とあわせて年代値の蓄積を計り，
時期区分の基準について検討していく必要がある。
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た東アジアの新石器～無紋土器時代（小林2012, 2014b）を中心に，先史時
代の年代研究を進めてきた。おもに，土器型式編年研究が重ねられてきた
相対的年代序列の成果を基に土器付着物や遺跡出土の木材，炭化材，漆，
種実等植物遺体などの炭素14年代測定をおこない，較正年代を検討するこ
とで，実年代での位置づけを定めることを第一の目的としてきた。あわせ
て，土器付着物の検討では，安定同位体比と炭素量・窒素量の比率を検討
することで，土器で何を煮炊きしたかなどの調理物・内容物の由来につい
て検討をおこなってきた。こうした研究方法は，坂本稔（坂本ほか2007），
工藤雄一郎（工藤2012），國木田大（國木田ほか2012）など多くの研究者も検
討を進めてきているが，研究史的な位置づけは旧稿（小林2014a）でまとめ
たのでここでは詳述しない。
今回は，日本列島縄紋時代の年代を定めていく上で，課題となっている
時期のうち，縄紋時代前期末葉から中期初頭の資料として横浜市元町貝塚
の土器付着物，同じく中期末～後期初頭の資料として横浜市稲ヶ原遺跡 A
地点の土器付着物について検討を加えた。ともに横浜市埋蔵文化財セン
ターの所蔵資料であり，あわせて資料の利用許可を得て試料採集から炭素
14年代測定を一連の作業としておこなったので，この機会に測定結果の報
告をおこない，あわせて南西関東地方における縄紋時代土器編年に対する
年代測定成果からの検討課題として，今後の研究上の問題点を提起するこ
ととした。
2．測定試料について
測定対象試料は，横浜市教育委員会が調査し，所蔵している下記の 2遺
跡から出土した土器に付着していた炭化物である（表 1 ）。2014年 7 月18
日に，横浜市栄区野七里に所在する横浜市埋蔵文化財センターにおいて，
資料利用の許可 1）を得て小林が採取した。このうち，表 1の報告書図番
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号に番号を記す資料は，各調査報告書（横浜市ふるさと歴史財団1992・2008）
に掲載されている土器資料で，「不掲載」と記したものは未掲載土器資料
であったが，これについても改めて拓本・断面を記録させていただき，本
稿において図を掲載することとした（図 1 ）。以下に，遺跡と測定対象試
料付着土器資料の概要を記す。土器型式は，小林の判断による多摩武蔵野
地域縄紋時代中期土器編年（いわゆる「新地平編年」（黒尾ほか1995・小林ほか
2004））での時期設定で説明する。
1 ）元町貝塚（横浜市ふるさと歴史財団2008）（図 1 ）
元町（もとまち）貝塚（中区№ 2遺跡）は，横浜市中区山手町97に所在す
る。東京湾を望む下末吉台地上に位置し，2006年にアメリカ山公園整備事
業に伴い発掘調査された。縄紋時代中期の貝塚遺跡である。貝塚は，東側
表１　測定試料一覧
試料番号 遺跡名 出土区 報告書図番号 種類 部位 時代 土器型式
KNYMM 4 元町貝塚
F3ab12区貝層
上層　箱22
不掲載
土器付
着物
内面 焦
口縁
部内
縄紋
中期
五領ケ台 1
KNYMM 6 元町貝塚 C3区　箱15 不掲載
土器付
着物
内面 焦
底部
内
縄紋
中期
五領ケ台 2
KNYMM 7 元町貝塚 C3区　箱15 不掲載
土器付
着物
内面 焦
胴上
部内
縄紋
中期
五領ケ台 2
KNYMM 9 元町貝塚 BT-2区貝層中 2008-1033
土器付
着物
外面 煤
口縁
部外
縄紋
中期
五領ケ台 1
KNYMM 13 元町貝塚 BT-1区貝層中 2008-34
土器付
着物
内面 焦
底部
内
縄紋
中期
五領ケ台 1
KNYMM 14 元町貝塚 F4c1区 8 層　 2008-1122
土器付
着物
内面 焦
胴上
部内
縄紋
中期
五領ケ台 2
KNYMM 17 元町貝塚 F3c4区 8 層d 2008-1099
土器付
着物
外面 煤
口縁
部外
縄紋
中期
五領ケ台 2
KNYIN 1
稲ケ原A
遺跡
B4住 1992-73p-43
土器付
着物
内面 焦
胴下
部内
縄紋
後期
称名寺 1
KNYIN 2
稲ケ原A
遺跡
B4住 1992-73p-45
土器付
着物
内面 焦
胴上
部内
縄紋
後期
称名寺 1
KNYIN 3
稲ケ原A
遺跡
B4住　SB　
2区覆土中
1992-不掲載
土器付
着物
内面 焦
胴下
部内
縄紋
後期
称名寺 1
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の谷戸に向かって傾斜する斜面貝塚である。確認された範囲で80㎡の範囲
をもち，さらに調査区外へ広がっている。最も深いところで厚さ1.5m を
0 10cm
s=1/3
KNYMM6
KNYMM4
KNYMM7
KNYMM9
KNYMM17
KNYMM13
KNYMM14
図 1　横浜市元町貝塚　年代測定対象試料
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測る。貝層の貝類は，アサリ主体層が多く，オキシジミ，ハマグリ，ハイ
ガイ，マガキ，イタボガキ，シオフキ，オオノガイ，ツメタガイ，サルボウ，
アカニシなどが含まれる。混土貝層と貝層が大別 8層に亘って堆積してい
る。動物骨としてイノシシを最多としてシカ・サルが多く，鳥類，ヒゲク
ジラ亜目下顎骨などが出土している。ほかに縄紋時代のイヌの骨が出土し
ている。貝層中からは細線文系土器を主体とした五領ケ台 1式土器（今村
1985）や土器片錘，打製石斧，磨製石斧，礫器などの石器，ヤスなど尖頭
器・釣り針などの骨角器，貝刃，貝輪，が出土している。前期最末期から
中期最初頭にかけての海産物を採取した居住地と考えられる。
今回，測定対象とした土器付着物は，横浜市埋蔵文化財センターにおい
て小林が実見し採取したものである。KNYMM（KNY は神奈川県横浜市の略）
と記号を付し，土器個体別に 1から17の番号を付して採取した。このうち，4. 
6. 7. 9. 13. 14. 17の 7試料については，後述する前処理の結果，良好な炭化
物が回収できAMS 測定をおこなったが，残余の試料は遺存状況が不良で測
定に耐える炭化物の量が回収できなかったため，測定はおこなわなかった。
4は，F3区貝層上層出土，「く」の字状に張り出した口縁形態で半裁竹
管による半隆起状平行沈線とその上を連続爪形状に刺突する東海地方北裏
C1式に影響を受けた施紋をもち，頸部にはヘラ端部による刻みを施す五
領ケ台1b 式，新地平編年1b 期に比定される土器である。付着物は，口縁
下部内面の屈曲した部分の内側にお焦げ状に認められた。
6は，C3区出土，弱く外へ張り出す底部破片で，胴下部に頸部から垂
下すると思われる半裁竹管平行沈線が縦位に施される，平行沈線文系の五
領ヶ台2a 式期，新地平編年 2期に比定される土器である。付着物は，底
部内面に接する位置の胴最下部内面の焦げである。
7は，C3区出土，球胴を呈すると考えられる湾曲した胴部破片で，単
沈線側に細い竹管の刺突を並列させ，五領ヶ台2b 式，新地平編年 3期に
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比定される，東関東の八辺 3式に比定される土器である。付着物は，胴屈
曲部下部内面にお焦げ状に認められた。以上の4. 6. 7は報告書には掲載さ
れていない土器なので，許可を受けて筆者が新たに図化した。
9は，BT-2区貝層中出土，湾曲した口縁部破片で，橋状把手をもち口
唇上に半裁竹管による細線文と口唇上小突起に半裁竹管による半隆起状平
行沈線と連続爪型文を施す，細線文系の五領ケ台1b 式，新地平編年1b 期
に比定される土器である。付着物は，口縁上部外面の沈線内に吹きこぼれ
状に付着が認められた。口縁屈曲部内面にも付着物が認められたが，器面
に吸着した状態で採取できなかった。
13は，BT-1区貝層中出土，底部がややすぼまる器形の底部破片で，胴
下部に胴部を充塡する半裁竹管平行沈線が縦位に施される，平行沈線文系
の五領ヶ台 1式期，新地平編年 1期に比定される土器である。付着物は，
底部内面にお焦げ状に認められた。
14は，F4区 8 層出土， 7と同じく球胴を呈すると考えられる湾曲した
胴部破片で，単沈線側に細い竹管の刺突を並列させ，五領ヶ台2b 式，新
地平編年 3期に比定される，東関東の八辺 3式に比定される土器である。
付着物は，胴屈曲部下部内面にお焦げ状に認められた。
17は，F3区貝層上層出土，「く」の字状に張り出した口縁形態で半裁竹
管による半隆起状平行沈線をもち，区画内は RL 単節縄紋で充塡する，東
海地方北裏 C1式に影響を受けた施紋をもち，頸部に橋状把手を配する五
領ケ台2a 式，新地平編年 2期に比定される土器である。付着物は，口縁
上部外面の三角印刻や沈線内に煤状に認められた。
2 ）稲ヶ原遺跡A地点（横浜市ふるさと歴史財団1992）（図 2 ）
稲ヶ原（いながはら）遺跡は，横浜市緑区さつきが丘に所在する。多摩
丘陵に含まれ，鶴見川の支流である恩田川，谷本川，早淵川により開折さ
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れた標高60～70mの丘陵地に位置する。横浜市立さつきが丘小学校建設に
伴い1991年に発掘調査された。縄紋時代中期から後期の集落遺跡で，A 地
KNYIN3
KNYIN1
KNYIN2 0 10cm
s=1/3
図 2　横浜市稲ヶ原遺跡　年代測定対象試料
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点は発掘調査による地点名である。今回は，横浜市埋蔵文化財センターに
おいて，称名寺式土器の初現期の資料として石井寛（石井1992）により取
り上げられている B4号住居出土の土器群を中心に，称名寺式古手の特徴
を持つ包含層出土土器片などから付着物を小林が採取した。土器付着物の
試料記号はKNYIN（KNYは神奈川県横浜市の略）とし， 1～ 4の試料を採取
した。前処理の結果， 2及び 4の試料は遺存状態が不良で，炭素量が不足
することが予想されたため AMS 測定は保留したが， 2については一定量
の炭素量は見込めたため，後述する質量分析計による安定同位体比および
炭素量・窒素量の測定のみおこなった。
1は，B4住出土復元可能土器で，太い沈線をなぞり状に施し，区画内
に縄紋を充塡している。付着物は，胴下部屈曲部内面に焦げ状に付着して
いた。
2は，B4住出土復元可能土器で，口縁は窓枠状区画を配し，区画外に
縄紋を充塡している。付着物は，胴上部屈曲部内面に焦げ状に付着してい
た。
3は B4住のサブベルト 2区覆土中出土，報告書には不掲載のため，許
可を受けて筆者が図化した。太い沈線で区画した胴下部の破片で，LR 単
節縄紋が施される。付着物は，胴内面に焦げ状に付着していた。
これらの土器は石井編年（石井1992）の称名寺式 1期に比定される，西
日本系の中津式の系譜を強く引いた土器群（今村1977の称名寺1a 式）と捉え
られる。
3．測定試料の前処理
アセトン中で 5分間の超音波洗浄をおこなった後，クロロホルムとメタ
ノールを容量 2対 1で混合した溶媒（CM 混液）による30分間の還流を 2
回おこなった。次いで，アセトン中で 5分間の超音波洗浄を 2回おこなっ
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た。この操作で，油分や接着剤などの成分が除去されたと判断できる。
酸―アルカリ―酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に
取り除く。その後，超純水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA
処理における酸処理では，通常1mol/ℓ（1M）の塩酸（HCl）を用いる。
アルカリ処理では1Mの水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用いる。
試料重量および処理状況については，表 2左側に示す。回収後の試料の
計量時に肉眼で観察した結果では，一部に微量のミネラル分が含まれてい
たものの，概ね良好な炭化物が回収できたことを確認した。ただし，量
的には，下記の様に一部の試料では十分な量の炭化物が回収できなかっ
た。KNYIN-2については，回収された炭化物の量が少なく，AMS 測定が
できない恐れがあったため，すべて安定同位体比測定に供した。また，
KNYIN-1については，AMS 測定に必要な量が確保できたものの，残余の
試料を分取できなかったため，安定同位体比の測定は保留した。他の試料
は，十分な量の炭化物が回収されたため，おおよそ 1 mg を目安に安定同
位体分析用に分取し，SI サイエンス㈱に測定を委託した。残りの 2 mg 以
表 2　測定試料前処理状況
試料番号 採取量 AAA処理量 AAA回収量 状態 燃焼量 燃焼後
回収量
KNYMM 4 20mg 20mg 5.43mg 概ね良 2.423mg 1.10mg
KNYMM 6 60mg 60mg 18.87mg ミネラル少 6.716mg 0.59mg
KNYMM 7 20mg 20mg 5.20mg 概ね良 2.469mg 0.68mg
KNYMM 9 55mg 55mg 25.09mg 概ね良 2.342mg no data
KNYMM 13 25mg 25mg 8.56mg 良 2.356mg 0.78mg
KNYMM 14 20mg 20mg 3.18mg 良 1.218mg 0.39mg
KNYMM 17 20mg 20mg 6.25mg ミネラル微 2.387mg 0.23mg
KNYIN 1 90mg 60mg 2.01mg 良 1.483mg 0.46mg
KNYIN 2 20mg 20mg 1.37mg 良
KNYIN 3 45mg 45mg 8.69mg ミネラル微 2.429mg 0.82mg
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上の試料量を目安に山形大学高感度加速器質量分析センターへ二酸化炭素
精製およびグラファイト化の化学処理及び AMS 測定を委託するために送
付した。
4．測定の化学処理工程
試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO2）を発生させる。真空ラインで二酸
化炭素を精製する。精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し，
グラファイト（C）を生成させる。この作業については山形大学に委託し
た。燃焼に供した試料重量（EA 使用量 mg）および回収した CO2量より計
算した炭素量（ガラスラインで回収した炭素量 mg）については，表 2右側に
示す。
グラファイトを内径 1 mm のカソードにハンドプレス機で詰め，それを
ホイールにはめ込み，測定装置に装着する。
5．AMS測定方法
測定は，山形大学（機関番号 YU）に委託した。加速器をベースとし
た
14 C-AMS 専用装置を使用し，14 C の計数，13 C 濃度（13 C/12 C），14 C 濃度
（
14 C/12 C）の測定をおこなう。測定では，米国国立標準局（NIST）から提
供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグ
ラウンド試料の測定も同時に実施する。
6．測定結果と較正年代（表 3，図 3・ 4 ）
まず，それぞれの試料について十分な試料量があるものは，前処理後
の試料を分取して㈱ SI サイエンスに委託し，質量分析計により，安定同
位体比および炭素量・窒素量を測定した。ただし，KNYIN-2については
AAA 処理後の試料量が1.37mg と微量であったため，炭素14年代測定は保
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留し，全量を安定同位体比および炭素量・窒素量の測定に供した。
AMS による測定結果は表 3の通りである。表 3の δ13 C 値は，同位体効
果補正のための AMS による試料炭素の13 C 濃度（13 C/12 C）を測定し，基準
試料からのずれを千分偏差（‰）で表した測定値である。炭素14年代測定
値は， 1位の数値を切り上げ・切り捨てした数値で示すが，較正年代を計
算する際には 1位の数値をそのままにした値で計算した（表 3の較正年代
用）。
炭素14年代は通常，「較正曲線」と照合して暦上の年代に修正される。
暦年較正用の年代値として報告された，下一桁を丸めない
14 C年代を用い，
IntCal13（Reimer et al.2013）に基づいて各試料の較正年代および確率密度
を算出した。計算方法はベイズ統計（Ramsey et al.2009, 今村2007）を利用し
たOXCal4.2により 2）， 2 σの有効範囲で較正年代（cal BC）を示した。
表 3　測定結果と較正年代
試料番号
AMS測定
機関番号
δ
13C
（AMS）
14C BP 較正用
較正年代
calBC
較正年代
calBC
較正年代
calBC
較正年代
calBC
較正年代
calBC
δ
13C 15N
炭素
量
窒素
量
C/N
比
KNYMM 4 YU-2880
-23.88
±0.27
4750±
25
4750±
24
3636-3514
（87.3%）
3422-3384
（8.1%）
-22.2 11.2 6.91 57.4 0.12
KNYMM 6 YU-2883
-18.94
±0.28
4755±
25
4757±
24
3638-3516
（92.5%）
3398-3384
（2.9%）
-21.4 9.49 0.42 3.06 0.14
KNYMM 7 YU-2881
-20.21
±0.26
4750±
25
4749±
23
3636-3515
（87.9%）
3422-3404
（2.9%）
3399-3384
（4.7%）
-20.9 10.1 3.68 37.2 0.10
KNYMM 9 YU-2855
-19.94
±0.73
4750±
25
4749±
26
3636-3512
（84.4%）
3424-3383
（11.0%）
-21.0 11.8 5.59 59.5 0.09
KNYMM 13 YU-2882
-21.74
±0.24
4815±
25
4817±
24
3653-3627
（34.6%）
3585-3530
（60.8%）
-24.1 8.89 3.45 37.8 0.09
KNYMM 14 YU-2884
-17.71
±0.33
4775±
25
4777±
25
3640-3618
（14.5%）
3611-3521
（80.9%）
-21.3 9.31 4.21 44.0 0.10
KNYMM 17 YU-2885
-24.42
±0.24
4595±
25
4595±
26
3499-3450
（34.5%）
3444-3439
（0.5%）
3379-3336
（55.4%）
3210-3192
（3.0%）
3151-3138
（1.9%）
-26.2 6.33 1.67 29.3 0.06
KNYIN 1 YU-2878
-24.50
±0.34
3985±
25
3986±
25
2572-2512
（56.9%）
2505-2466
（38.5%）
KNYIN 2 -24.8 4.93＊ 2.01 16.2 0.12
KNYIN 3 YU-2879
-26.92
±0.26
3955±
25
3956±
23
2568-2520
（25.4%）
2499-2437
（59.8%）
2421-2403
（4.0%）
2380-2349
（6.2%）
-27.0 4.76 3.55 48.8 0.07
＊δ
15Nについて，サンプル量が少なく，適正出力が得られなかったので， 
通常よりも誤差範囲が大きくなっている事が予想される。
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KNYMM-4 KNYMM-6
KNYMM-7 KNYMM-9
KNYMM-13 KNYMM-14
KNYMM-17
図 3　元町貝塚　測定結果の較正年代確率分布
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7 ．年代的検討
以下に，元町貝塚出土試料と稲ヶ原遺跡出土試料それぞれについて，安
定同位体比及び酸素と窒素量からみた内面付着の焦げなど土器調理物の由
来（海洋リザーバー効果の影響の有無など）の可能性について検討し，次いで
較正年代から実年代比定について検討を加える。これまでの検討により，
縄紋・弥生時代の土器付着物では，炭素13安定同位体比が -24パーミルよ
りも重いものは，多くが共伴する炭化材等と比べて数百炭素年程度古い炭
素14年代値が測定される（小林ほか2005）。これらは，海洋リザーバー効果
の影響受けていることが想定され，海産物の利用を示す指標となると考え
られる（小林2014a）。
1 ） 元町貝塚測定結果と縄紋時代中期初頭の年代および海産物利用の
頻度
安定同位体比による内容物を検討する。試料のうち，17は土器外面付着
物であり，燃料材に由来する煤であることが予想されるが，炭素13同位体
比が-26.2‰と通常の陸生植物の標準的な値を示し，窒素15同位体比も低
KNYIN-3KNYIN-1
図 4　稲ヶ原遺跡　測定結果の較正年代確率分布
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く窒素量も多いとはいえないので陸生植物（例えば木材などの薪など）に由
来すると考えられる。それに対し，他の試料は炭素13同位体比が13をのぞ
き-20～ -23‰で比較的重い。このうち，-24.1‰の13についても，炭素
14年代値が4815±25 14C BP と当該時期の測定結果（小林2004など）と比べ
て明らかに古いので，海洋リザーバー効果の影響を受けている可能性は考
えられるが，不明である。また，炭素13同位体比が重い 9は，外面の付着
物であるが，口縁部であり調理物の吹きこぼれと考えられ，調理物に由来
すると捉えられる。
縄紋時代前期末～中期初頭の関東地方では，千葉県夷隅郡新田野貝塚
（立教大学考古学研究会1975），八日市場市八辺貝塚（小林1989），大原内貝塚
（染井貝塚）（小林1992），白井雷貝塚（西村1995，表紙は1954年），茨城県美浦
村虚空蔵貝塚（国士舘大学考古学研究室1978），興津貝塚（西村1968），神奈川
県平塚市五領ヶ台貝塚（小林1994），横浜市宮ノ原貝塚（今村ほか1972）など，
貝塚遺跡が多く残される。貝をはじめとした海産物の利用が高まったこと
は十分想定される。この元町貝塚も，貝塚が形成されていることから当該
時期に土器を用いて貝・魚類などを煮炊きしたことは妥当性が高い。今回
の測定は，その一端を示し得たものと評価できよう。
当該時期の年代としては，海洋リザーバー効果の影響はないと捉えら
れる KNYMM-17の測定結果が，3500-3140 cal BC（5450-5090cal BP）の間
の年代で3380-3335 cal BC（5330-5285cal BP）に含まれる確率が55.4% で最
も高い。前期と中期の境の年代として，これまで金沢市上安原遺跡（小林
ほか2003d・e）の土器付着物の測定結果から筆者が考えてきた3520 cal BC
（5470cal BP）よりは新しい較正年代で，五領ケ台 2式土器（細別時期として
は五領ケ台2a 式期）の年代として妥当である。中期の始まりが，おおよそ
筆者の考えてきた年代であることの傍証が得られたと捉えられる。
縄紋時代前期末葉～後期初頭の年代については，表 4に集成したよう
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に 3），関東地方・中部地方で十三菩提式～五領ケ台式土器付着物，石川県
上安原遺跡で朝日下層式・新保式土器付着物を測定している（小林2004）
ほか，青森県三内丸山遺跡（小林2005）・笹ノ沢（ 3 ）遺跡（小林ほか2004c）
や岩手県滝沢遺跡（小林ほか2004b），山形県高瀬山遺跡（小林ほか2004a）な
どで円筒下層 d 式や円筒上層 a 式，大木 6式土器付着物の測定結果を得て
いる。例えば，青森県二股⑵遺跡の円筒下層 d2式は，土器付着物 AOMB
－88ab が4470, 451014 C BP，較正年代で3335-3025cal BC，3350-3100cal 
BC に含まれる可能性が95%，Ⅲ d1層のクルミ AOMB － C52は450014 C BP
で較正年代は3345-3095cal BC で，北東北の円筒下層 d2式は，年代的には
関東地方の五領ヶ台 1式，北陸の新保式，南東北の大木7a 式に併行する
可能性が指摘できる（小林ほか2013）。年代値を蓄積し，今後とも検討を重
ね検証していく必要がある。
2 ）稲ヶ原遺跡測定結果と縄紋時代中期末葉～後期初頭の年代
安定同位体比を測定した 2・ 3をみると，試料はすべて内面付着の焦げ
で調理物の由来が予想されるが，炭素13同位体比が -24～ -27‰と通常の
陸生植物の標準的な値を示し，窒素15同位体比も低く窒素量も多いとはい
えないので陸生植物（例えばドングリなどのデンプン質主体の煮込み）に由来
する可能性がある。 1については炭素量不足から安定同位体比を測定し
ていないが，AMSによる δ13 Cは-24‰よりも軽い数値であり，海洋リザー
バー効果の影響は受けていない可能性が考えられる。これらについては，
年代値として，海洋リザーバー効果による影響を考えずに用いることが可
能と捉える。
較正年代を考えると， 1は2575-2465cal BC（4525-4415cal BP）の間の年
代に含まれ， 3は2570-2350 cal BC（4520-4300cal BP）の間の年代で2500-
2435 cal BC（4450-4385cal BP）に含まれる確率が59.8% で最も高い。中期
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県
安
土
町
42
25
±
35
-2
9.
1
縄
文
中
期
北
白
川
C
式
土
器
付
着
物
煤
口
縁
外
・
胴
外
K
Y
M
Z-
15
M
T
C
09
89
5
浦
入
遺
跡
京
都
府
舞
鶴
市
47
80
±
40
-₂
₄.
₂
0.
7
縄
文
中
期
船
元
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
海
洋
?
K
Y
M
Z-
16
M
T
C
09
89
6
浦
入
遺
跡
京
都
府
舞
鶴
市
47
45
±
40
-₂
₃.
₈
0.
8
縄
文
中
期
船
元
Ⅰ
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
海
洋
?
SM
D
G
-1
3
M
T
C
10
02
9
島
根
大
学
構
内
遺
跡
島
根
県
松
江
市
48
30
±
35
縄
文
前
期
大
歳
山
式
土
器
付
着
物
煤
口
縁
部
外
面
K
A
M
B
-5
5
PL
D
46
44
仁
田
尾
遺
跡
鹿
児
島
県
松
元
町
44
00
±
25
-₂
₆.
₅₂
0.
11
縄
文
中
期
深
浦
式
土
器
付
着
物
焦
胴
外
K
A
M
B
-9
5
PL
D
46
49
中
ノ
原
遺
跡
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
47
50
±
25
-₂
₆.
₂₇
0.
11
縄
文
前
期
深
浦
式
土
器
付
着
物
煤
口
縁
外
註
　
d1
3 C
値
が
太
字
の
数
値
は
質
量
分
析
計
に
よ
る
測
定
，
斜
体
の
数
値
は
A
M
S
に
よ
る
同
位
体
効
果
補
正
の
た
め
の
測
定
値
で
正
確
な
安
定
同
位
体
比
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
0
は
測
定
不
能
。
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表
5
　
縄
紋
時
代
中
期
末
葉
～
後
期
初
頭
の
年
代
測
定
値
測
定
試
料
名
ラ
ボ
コ
ー
ド
遺
跡
遺
跡
所
在
地
C1
4 B
P
誤
差
d1
3 C
誤
差
時
代
土
器
型
式
種
類
大
分
類
採
取
部
位
備
考
A
O
M
B
-0
14
M
T
C
05
39
1
三
内
沢
部
⑶
遺
跡
青
森
県
青
森
市
39
45
±
40
-2
5.
5
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
式
新
　
併
行
土
器
付
着
物
煤
胴
外
A
O
M
B
-0
12
M
T
C
05
21
4
三
内
沢
部
⑶
遺
跡
青
森
県
青
森
市
38
70
±
35
-2
7.
1
縄
文
中
期
大
木
10
式
併
行
土
器
付
着
物
煤
胴
外
A
O
C
-0
01
IA
A
A
30
47
5
近
野
遺
跡
青
森
県
青
森
市
40
10
±
50
-₁
₉.
₂
1.
55
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
A
O
C
-0
02
IA
A
A
30
47
4
近
野
遺
跡
青
森
県
青
森
市
39
60
±
50
-₂
₃.
₈₁
1.
06
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
A
O
M
R
-0
02
B
et
a
18
72
27
三
内
丸
山
遺
跡
青
森
県
青
森
市
43
40
±
40
-2
3.
7
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
式
（
新
）
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
海
洋
A
O
M
R
-0
04
B
et
a
18
72
24
三
内
丸
山
遺
跡
青
森
県
青
森
市
43
20
±
40
-2
1.
8
縄
文
中
期
大
木
10
式
（
中
）
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
海
洋
A
O
M
R
-1
19
9
IA
A
A
31
58
5
三
内
丸
山
遺
跡
青
森
県
青
森
市
41
60
±
30
-₁
₉.
₆₈
0.
87
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
海
洋
?
A
O
M
B
-0
17
 a
M
T
C
05
21
6
楢
館
遺
跡
青
森
県
八
戸
市
38
45
±
40
-2
4.
5
縄
文
後
期
沖
附
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
A
O
M
B
N
-C
3
PL
D
41
63
新
田
遺
跡
青
森
県
八
戸
市
41
50
±
25
-₂
₅.
₈₆
0.
13
縄
文
中
期
大
木
10
式
併
行
炭
化
材
A
O
M
B
N
-C
6
PL
D
41
65
新
田
遺
跡
青
森
県
八
戸
市
40
75
±
30
-₂
₆.
₁₁
0.
14
縄
文
中
期
大
木
10
式
併
行
炭
化
材
A
O
M
B
T
-C
7
PL
D
41
82
田
代
遺
跡
青
森
県
南
郷
村
（
現
八
戸
市
）
40
10
±
25
-₂
₆.
₆₆
0.
14
縄
文
中
期
大
木
10
式
炭
化
材
A
O
M
S-
5 
a
M
T
C
08
49
5
根
井
沼
⑶
遺
跡
青
森
県
三
沢
市
39
65
±
45
-₂
₇.
₇
1
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
式
新
　
併
行
土
器
付
着
物
焦
底
内
A
O
M
S-
5 
b
M
T
C
08
49
6
根
井
沼
⑶
遺
跡
青
森
県
三
沢
市
39
50
±
10
0
-₃
₀.
₃
0.
7
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
式
新
　
併
行
土
器
付
着
物
煤
胴
外
A
K
T
-1
35
 （
re
）
PL
D
44
84
日
廻
岱
B
遺
跡
秋
田
県
森
吉
町
（
現
北
秋
田
市
）
38
25
±
25
-2
6.
3
縄
文
後
期
韮
窪
式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
A
K
T
-0
61
IA
A
A
40
51
5
古
館
堤
頭
Ⅱ
遺
跡
秋
田
県
山
本
町
45
10
±
40
-2
3.
93
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
海
洋
IK
-4
B
et
a
16
81
96
横
町
遺
跡
岩
手
県
北
上
市
39
20
±
40
-2
6.
9
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
c式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
IW
G
S-
28
3
IA
A
A
32
07
4
御
所
野
遺
跡
岩
手
県
一
戸
町
39
90
±
40
-₂
₇.
₉₅
0.
88
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
式
新
種
実
オ
ニ
グ
ル
ミ
IW
G
S-
30
4
M
T
C
04
71
3
御
所
野
遺
跡
岩
手
県
一
戸
町
41
75
±
40
-2
5.
4
縄
文
中
期
大
木
10
式
種
実
オ
ニ
グ
ル
ミ
IW
G
S-
47
IA
A
A
32
07
0
御
所
野
遺
跡
岩
手
県
一
戸
町
40
60
±
50
-₂
₄.
₆₅
0.
85
縄
文
中
期
大
木
10
式
種
実
ク
リ
子
葉
IW
G
S-
28
8
PL
D
44
45
御
所
野
遺
跡
岩
手
県
一
戸
町
39
70
±
20
-₂
₄.
₁₂
0.
12
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
新
種
実
オ
ニ
グ
ル
ミ
― 161 ―― 160 ―
IW
G
S-
14
1
PL
D
44
46
御
所
野
遺
跡
岩
手
県
一
戸
町
41
15
±
25
-₂
₁.
₆₃
0.
13
縄
文
中
期
大
木
10
種
実
ク
リ
IW
G
S-
11
6
PL
D
48
31
田
中
遺
跡
岩
手
県
一
戸
町
40
20
±
25
-₂
₆.
₄₉
0.
11
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
上
Y
G
Y
N
-1
9
PL
D
44
67
山
形
西
高
敷
地
内
遺
跡
山
形
県
山
形
市
39
30
±
25
-₂
₇.
₈₈
0.
13
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
吹
口
縁
外
Y
G
Y
N
-1
7
M
T
C
07
58
8
山
形
西
高
敷
地
内
遺
跡
山
形
県
山
形
市
40
80
±
35
-3
1.
9
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
吹
口
縁
外
B
B
M
-1
2
B
et
a
16
59
55
馬
場
前
遺
跡
福
島
県
楢
葉
町
55
70
±
40
-2
3.
8
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
下
海
洋
B
B
M
-1
3
B
et
a
16
59
57
馬
場
前
遺
跡
福
島
県
楢
葉
町
39
80
±
40
-2
5.
4
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
上
B
B
M
-1
6
B
et
a
15
97
39
馬
場
前
遺
跡
福
島
県
楢
葉
町
41
10
±
40
-2
5.
9
縄
文
中
期
大
木
10
a式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
上
B
B
M
-1
9
B
et
a
15
97
40
馬
場
前
遺
跡
福
島
県
楢
葉
町
38
80
±
40
-2
5.
4
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
c式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
B
B
M
-6
B
et
a
16
11
07
馬
場
前
遺
跡
福
島
県
楢
葉
町
41
00
±
40
-2
5.
8
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
焦
口
内
外
B
B
M
-8
B
et
a
15
97
35
馬
場
前
遺
跡
福
島
県
楢
葉
町
40
90
±
40
-2
5.
8
縄
文
中
期
大
木
10
式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
上
T
G
M
B
-1
11
1
Y
U
10
11
仲
内
2
遺
跡
栃
木
県
日
光
市
湯
西
川
40
94
±
27
-2
4.
4
縄
文
中
期
加
曽
利
E
4（
13
b）
土
器
付
着
物
煤
胴
外
G
H
-0
11
B
et
a
16
59
60
陣
場
遺
跡
群
馬
県
富
士
見
村
39
00
±
40
-2
6.
6
縄
文
後
期
称
名
寺
1
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
G
N
A
-2
2
IA
A
A
11
63
5
道
前
久
保
遺
跡
群
馬
県
安
中
市
38
90
±
30
-₂
₈.
₀
0.
7
縄
文
後
期
称
名
寺
1
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
SA
Y
-1
B
et
a
18
72
22
中
小
前
田
2
遺
跡
埼
玉
県
寄
居
町
40
10
±
40
-2
5.
3
縄
文
中
期
加
曽
利
E
4式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
K
A
I-
1
IA
A
A
30
46
4
伊
勢
山
遺
跡
神
奈
川
県
綾
瀬
市
40
30
±
50
-2
5.
1
縄
文
中
-
後
期
加
曽
利
E
4～
E
Ⅴ
式
土
器
付
着
物
焦
底
内
K
M
A
-8
0
B
et
a
17
17
76
油
壺
遺
跡
神
奈
川
県
三
浦
市
40
60
±
40
-2
6.
2
縄
文
後
期
称
名
寺
1
式
土
器
付
着
物
煤
胴
外
O
H
-2
6
M
T
C
04
33
6
大
橋
遺
跡
東
京
都
目
黒
区
39
05
±
40
-2
9.
0
縄
文
中
期
加
曽
利
E
4式
炭
化
材
ク
ヌ
ギ
属
?
O
H
-2
7
B
et
a
15
92
72
大
橋
遺
跡
東
京
都
目
黒
区
40
60
±
40
-2
6.
2
縄
文
中
期
加
曽
利
E
4式
炭
化
材
T
K
M
T
T
-2
Y
U
28
73
滝
坂
東
京
都
三
鷹
市
38
70
±
25
-₂
₀.
₈₉
0.
4
縄
文
中
-
後
期
加
曽
利
E
4～
E
Ⅴ
式
土
器
付
着
物
焦
底
内
面
T
K
M
T
T
-4
 b
Y
U
28
74
滝
坂
東
京
都
三
鷹
市
40
80
±
25
-₂
₂.
₂₁
0.
26
縄
文
中
-
後
期
加
曽
利
E
Ⅴ
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
外
T
K
M
T
T
-5
Y
U
28
75
滝
坂
東
京
都
三
鷹
市
40
60
±
25
-₂
₈.
₂₆
0.
29
縄
文
中
-
後
期
加
曽
利
E
4～
E
Ⅴ
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
面
T
K
M
T
IA
-1
Y
U
28
76
井
の
頭
池
A
東
京
都
三
鷹
市
40
00
±
25
-₂
₇.
₈₁
0.
25
縄
文
中
-
後
期
加
曽
利
E
Ⅴ
式
土
器
付
着
ス
ス
胴
下
部
外
面
T
K
M
T
IA
-2
 b
Y
U
28
77
井
の
頭
池
A
東
京
都
三
鷹
市
39
35
±
25
-₂
₂.
₈₃
0.
27
縄
文
後
期
称
名
寺
1c
式
土
器
付
着
ス
ス
胴
下
部
外
面
T
M
K
I-
10
0
IA
A
A
40
50
1
武
蔵
国
分
寺
跡
東
京
都
国
分
寺
市
40
90
±
40
-₂
₁.
₇₂
0.
59
縄
文
中
期
加
曽
利
E
4式
種
実
ク
ル
ミ
殻
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T
M
K
I-
3
IA
A
A
40
50
0
武
蔵
国
分
寺
跡
東
京
都
国
分
寺
市
41
00
±
40
-₂
₅.
₇₂
0.
74
縄
文
中
期
加
曽
利
E
3～
4式
土
器
付
着
物
焦
底
部
内
面
T
T
M
T
-C
1
B
et
a
20
04
54
忠
生
遺
跡
東
京
都
町
田
市
40
10
±
40
-2
7.
6
縄
文
中
期
加
曽
利
E
4式
炭
化
材
炭
化
物
T
T
H
S-
30
B
et
a
19
37
71
下
宅
部
遺
跡
東
京
都
東
村
山
市
38
60
±
40
-2
5.
9
縄
文
後
期
称
名
寺
2
式
土
器
付
着
物
焦
胴
外
T
T
H
S-
31
M
T
C
06
22
1
下
宅
部
遺
跡
東
京
都
東
村
山
市
38
90
±
35
-2
6.
0
縄
文
後
期
称
名
寺
2
式
土
器
付
着
物
吹
胴
外
T
N
K
M
-2
Y
U
99
9
緑
川
東
遺
跡
東
京
都
国
立
市
39
80
±
25
-2
6.
6
縄
文
後
期
称
名
寺
1a
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
N
K
W
-2
B
et
a
16
22
88
分
谷
地
A
遺
跡
新
潟
県
黒
川
村
（
現
胎
内
市
）
38
70
±
40
-2
7.
8
縄
文
中
-
後
期
大
木
10
式
（
新
）
土
器
付
着
物
焦
胴
内
Y
N
H
T
-1
01
Y
U
98
6
次
郎
構
遺
跡
山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
41
47
±
25
-2
5.
2
縄
文
中
期
曽
利
Ⅳ
b
式
（
12
b）
土
器
付
着
物
焦
胴
下
内
Y
N
H
T
-1
08
Y
U
99
2
山
崎
第
4
遺
跡
山
梨
県
北
杜
市
大
泉
町
41
19
±
25
-2
5.
1
縄
文
中
期
曽
利
Ⅳ
b（
12
c）
土
器
付
着
物
煤
口
縁
外
G
FT
-1
B
et
a
19
03
57
大
草
遺
跡
岐
阜
県
土
岐
市
40
20
±
40
-2
4.
7
縄
文
中
期
山
ノ
神
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
G
FT
-4
M
T
C
04
36
0
大
草
遺
跡
岐
阜
県
土
岐
市
40
10
±
40
-3
1.
2
縄
文
中
期
山
ノ
神
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
G
FT
T
-8
IA
A
A
30
03
0
塚
奥
山
遺
跡
岐
阜
県
徳
山
村
40
50
±
40
-₂
₃.
₁₂
0.
88
縄
文
中
期
北
白
川
C
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
H
Y
K
G
-1
Y
U
10
24
西
田
遺
跡
兵
庫
県
上
郡
町
42
60
±
25
-2
2.
0
縄
文
後
期
中
津
1
式
土
器
付
着
物
焦
口
縁
内
海
洋
H
Y
K
G
-4
Y
U
10
24
西
田
遺
跡
兵
庫
県
上
郡
町
40
85
±
25
-2
6.
2
縄
文
後
期
中
津
1
式
土
器
付
着
物
焦
胴
内
H
Y
K
G
-6
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と後期の境の年代として，これまでの加曽利 E 式土器終末期と称名寺 1
式中段階以降の土器付着物の測定結果から筆者が考えてきた2470 cal BC
（4420cal BP）をおおよそ挟み込む較正年代で，大きくいえば年代として矛
盾はない。単独の測定値からの較正年代で，これ以上の年代を絞り込むこ
とは難しいが，まずは中期末葉～後期初頭の年代が大きく変わらないこと
は指摘できる。
その上で，細かい年代を検討していく必要がある。当該時期の年代決定
は，時期区分として指標となると同時に，環境変動と文化変化との関係を
探る上で重要な論点を含むためである（工藤2012など）。環境変動として近
年指摘されている4.3ka イベント（國木田ほか2012，千葉2013など）の年代と
の関係が重要である。少なくとも西日本系土器群の関東への移入は，4.3ka
イベントとされる寒冷化の時期よりも200～100年古いことを意味してお
り，むしろ西日本系土器であった称名寺式土器が在地化し，もともとの在
地土器であった加曽利E式系の土器がほぼその姿を失う段階以降に相当す
る，または称名寺 2式として簡略化しながら関東全域に広がる時期と捉え
るべきかとも考えられる。
稲ヶ原遺跡 A 地点 B4号住居は，関東地方における称名寺式土器成立期
の基準資料の一つとして重要な位置を占めている。この年代的位置づけ
は，土器型式としての位置づけおよび実年代の比定の両面から重要であ
る。前者としては，現在，問題となっている縄紋時代中期と後期の境をど
のように定めるかによっている。西日本系の北白川上層式・中津 1式土器
と類似した土器が関東地方に出現し，在地の加曽利E系土器と共存するこ
とは，近年の研究によって確実となった（千葉2013，小澤2014）。問題点と
しては，南西関東地方に最初に出現した称名寺貝塚・稲ヶ原遺跡・緑川東
遺跡などの初期称名寺式とされる土器群は，西日本の中期末葉北白川上層
式土器なのか，後期初頭中津 1式土器なのか，またはその影響を受けつつ
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関東で成立した称名寺 1式初頭の土器なのかという土器型式としての位置
づけと，共伴する加曽利E系土器の位置づけ，特に初期称名寺が伴わない
前段階の加曽利E4式と，「初期称名寺式」が共伴する「加曽利EⅤ式」（稲
村1990，石井1992など）の型式的な区分と時期区分の問題とすることができ
る。前者は，第一に西関東での整理と，同時に広域編年としての位置づけ
が検討されるべきである。後者は，山内清男により加曽利 E 式土器（東北
地方においては大木式）を中期，堀之内式土器を後期とする学史的整理との
整合性をどのように考えるかという点に求められる。また，吉田格等によ
る称名寺貝塚・鉈切洞窟の調査と称名寺式の設定という学史的背景を整理
する必要も指摘されている。
本稿では上記の問題点について踏み込む紙数を持たないが，まずは年代
的な整理を指摘しておくことで，今後の研究の一助とすることを試みた
い。
中期末葉，後期初頭の年代研究として，筆者もこれまでに発言をしてき
た。一つには，関東地方における縄紋時代中期時期設定（新地平編年）細
別時期毎の実年代比定の試み（小林2004ほか）と，東北地方大木10式土器
の年代的位置づけの問題（小林ほか2003ab・小林2004・小林2007）からの検
討，もう一つは縄紋時代後期の実年代比定（小林2006ほか）との関わりに
おいて，当然ながら中期末後期初頭の境についての年代に言及し，それま
での知見から後期初頭の較正年代に基づく実年代推定を2470cal BCころと
した（小林2004）。また，群馬県安中市などの称名寺 1式土器付着物（西本
編2009など）や，下宅部遺跡出土の称名寺 2式土器付着物の測定結果から，
称名寺 1式を2470-2350 cal BC（4420-4300 cal BP） ，称名寺 2式を2350-
2300 cal BC（4300-4250 cal BP）と推定した（小林2006）。
しかし，その年代については加曽利E式終末期単独で出土した場合の土
器付着物・共伴炭化材の年代を中期末葉に置く一方，それまでに得られて
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いた称名寺式第 3段階（石井1992）以降と考えられる後期初頭の年代値か
らその境を求めたもので，確度を高めていくためには当然ながら測定結果
の蓄積が求められるものであった。と同時に，緑川東遺跡の住居内層位的
出土状況などの新たな知見を含め，土器型式の上からも検討を重ねる必要
性が増してきたといえよう。
関東地方における縄紋時代中期末葉の加曽利 E 式終末期・後期初頭の
年代測定結果については，本例を含めて蓄積を計り，検討を深めつつあ
る。これまでに筆者が関与した測定結果について表 5に集成した。例えば，
KAI-1とした神奈川県綾瀬市伊勢山遺跡の J1号敷石住居出土加曽利 E Ⅴ式
相当の土器付着物（綾瀬市2012：84図 1 ）では，4030±50
14 C BP の測定結果
を得た。東京都三鷹市中原の滝坂遺跡では，縄紋中期末葉～後期初頭加
曽利 E4またはⅤ式土器の土器付着物 3点を測定したが，SK6号土坑で称
名寺1a 式と共伴した TKMTT-2は3870±2514 C BP で較正年代は2470calBC
よりも新しく明らかに後期初頭に含まれるのに対し，SI46号住居に関連す
るTKMTT-4bは4080±2514 C BP，SI47住覆土出土の加曽利E系土器である
TKMTT-5は4060±2514 C BPとやや古く縄紋中期末葉に属する年代である。
国立市緑川東遺跡の石棒埋納された敷石住居関連（あおやぎ園 SB2土坑 2層
出土）の称名寺1a 式に相当する石井寛の 1期（報告書35図104）の口縁部破
片の土器内面付着炭化物の測定結果を較正すると4520-4465cal BP（2570-
2515 cal BC）（53.2%），4450-4415cal BP（2500-2465cal BC）（42.2%）の確率分
布の年代となる（小林ほか2014）。その年代は，新地平編年で中期末13b 期
に位置づけている神奈川県綾瀬市伊勢山遺跡敷石住居出土の加曽利EⅤ式
土器付着物とほぼ重なる年代である。
図 5に関東地方の事例について編年順（加曽利 E3～ 4 式 TMKI-3→ E4
式 TMKI-100・OH26・27・TTMT-C1・SAY-1・TGMB-1111→加曽利 E4～Ⅴ
式 TKMTT-2・ 5 ・4b・KAI-1・TKMIIA-1→称名寺1a 式 TNKM-2→称名寺1c 式
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KMA-80・GNA-22・GH-011・TKMIIA-2b→称名寺 2式TTHS-30・31）に配列し
て IntCal13の較正曲線上に較正年代確率分布をプロットした。較正年代の
2470cal BC（4420cal BP）ころからそれより古い年代に上記の加曽利 EⅤ式
土器や称名寺1a 式付着物の年代が見られ，それより新しい年代に称名寺
1c式と位置づけられる関東で在地化した称名寺式土器が認められる。
他地域の中期末葉～後期初頭の測定値についても，東北地方大木式土器
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図 5　関東地方加曽利E4式・Ⅴ式・称名寺1a式・1c式・ 2式の較正年代
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については前述したように多くの測定例を集めつつあるなど蓄積を計って
いる。例えば，兵庫県西田遺跡では中津 1式期の土器付着物と同時期の貯
蔵穴出土種実の測定結果を得ている。当該時期の年代比定は極めて重要性
が高く，今後とも年代測定結果の蓄積を計り，考古学的・年代的な検討を
深めていきたい。
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同一試料を複数回測定した場合は 1測定に代表させる。三内丸山遺跡など
盛土遺構や井出上ノ原遺跡など住居内の炭化材を多数測定した場合は代表
的な測定結果を選んだ。土器付着物については，δ
13 C 値が重くかつ年代値
が明らかに古い場合は海洋リザーバー効果の影響の可能性と捉え「海洋」，
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常な場合は混在と考え，集成に含めなかった。個別の事例については，各
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